

ユネスコスクール加盟申請校　活動報告書

令和〇年〇月〇日時点
１.学校概要　
学校名　　　　　都道府県／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　種　別　□保育園・幼稚園　　□小学校　　　　　□小中一貫教育※注１
　　　　　　□中学校　　　　　　□中高一貫教育※注２ □高等学校　
　　　　　　□教員養成大学　　　□専修学校、各種学校
　　　　　　□特別支援学校　　　□その他（　　　　　　　　　）
※注1 義務教育学校を含む　※注2 中等教育学校を含む

　　所在地　〒　　　－　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　Website 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　幼児児童生徒数  男子　　　　名　　　女子　　　　名　　合計　　　　名
　　幼児・児童・生徒の年齢　　歳～　　歳
２．活動期間（チャレンジ期間）　

令和〇年○月○日～令和〇年○月○日
３．活動内容　　
1 審査シートに対応していますので、チャレンジ期間中の活動を踏まえつつ、（１）～（１０）まですべての項目について今後の計画も含めて具体的に記載してください。
2 必須項目（１）～（３）は、ユネスコ本部へ申請するApplication formの記載項目に対応しています。
3 （１）～（１０）について、チャレンジ期間中に当てはまらなかった項目は、今後の活動計画を記載してください。
4 実際の様子を説明するために、写真等の画像資料を貼り付けても構いません。
· 必須項目
（1） ユネスコスクールの使命や目的を踏まえた上で、学校全体の組織的かつ継続的な活動のために、どのような体制・環境づくりや取り組みをしていますか。チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００～４００字程度）

（2） ユネスコが定めるユネスコスクールの重点活動分野である以下の３つのテーマに即して、学校としてどのような活動に取り組んでいるか、また今後取り組んでいくか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、テーマごとに具体的に記載してください。（各２００～４００字程度）
· 重点活動分野１　「地球市民および平和と非暴力の文化」に沿った活動





· 重点活動分野２　「持続可能な開発および持続可能なライフスタイル」に沿った活動





· 重点活動分野３　「異文化学習および文化の多様性と文化遺産の尊重」に沿った活動

（3） 地域の多様なステークホルダー（自治体、大学、社会教育施設、NPO、企業等）との連携などを通じて、持続可能な社会の構築のための開かれたネットワークをどのように築き、また、交流相手の良さを認め合い、学び合うため、国内外の学校とのネットワークをどのように構築しているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００～４００字程度）






· 努力項目
（4） SDGsやESD for 2030などの国際的な枠組みを意識した活動をどのように行っているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）





（5） ESDの推進拠点として、どのような研究・実践に取り組み、その成果をどのように発信しているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）






（6） ユネスコスクールの活動を通じて育てたい資質や能力を明確にし、課題解決型の学習過程を重視した教育課程を編成しているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）





（7） 教科横断的な指導計画を立てるなど指導内容をどのように定め、さらに、革新的で参加型の指導方法にするなどの工夫改善をどのように行っているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）
（8） 今後のユネスコスクールとしての活動の質の向上のため、学校評価において、どのように活動の点検を行っているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）

（9） 国際デーについて取り上げ、学校全体で記念行事を行っているか、または、ユネスコや日本ユネスコ国内委員会が提案するプロジェクトやキャンペーンに参加しているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、実施内容を具体的に記載してください。（２００字程度）






（10） ユネスコスクール支援大学間ネットワーク（ASPUnivNet）や教育委員会、ユネスコ協会等の支援や協力をどのように得ながら活動の充実に努めているか、チャレンジ期間中の実績及び今後の全般的な活動方針を踏まえて、具体的に記載してください。（２００字程度）

４.　活動の詳細　
ア．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可）
	□ 1.持続可能な開発に関する価値観（人間の尊重、多様性の尊重、非排他性、機会均等、環境の尊重等）

	□ 2.体系的な思考力（問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合的なものの見方）

	□ 3.代替案の思考力（批判力）
	□ 4.データや情報の分析能力

	□ 5.コミュニケーション能力
	□ 6.リーダーシップの向上

	□ 7.その他（自由記入                                       ）


イ．活動時間（複数選択可）
	□ 1.通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む）
	□ 2.時間外活動の時間を使用

	□ 3.ユネスコクラブ等の活動として実施
	□ 4.その他（自由記入）　


ウ．ＳＤＧｓ（国連持続可能な開発目標）の目標のうち意識した分野（複数選択可）
	□ 1.貧困をなくそう
	□ 2.飢餓をゼロに
	□ 3.すべての人に健康と福祉を

	□ 4.質の高い教育をみんなに
	□ 5.ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等を実現しよう
	□ 6.安全な水とﾄｲﾚを世界中に

	□ 7.ｴﾈﾙｷﾞｰをみんなにそしてｸﾘｰﾝに
	□ 8.働きがいも経済成長も
	□ 9.産業と技術革新の基盤をつくろう

	□ 10.人や国の不平等をなくそう
	□ 11.住み続けられるまちづくりを
	□ 12.つくる責任、つかう責任

	□ 13.気候変動に具体的な対策を
	□ 14.海の豊かさを守ろう
	□ 15.陸の豊かさを守ろう

	□ 16.平和と公正をすべての人に
	□ 17.ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟで目標を達成しよう
	


4. 貴校の活動と関連するユネスコのテーマを選択してください。（複数選択可）
□　Global Citizenship　地球市民教育

□　Cultural Heritage　文化遺産

□　Culture of peace　平和の文化

□　Disaster risk reduction　防災

□　Gender Equality　ジェンダー平等

□　Human rights　人権

□　Justice and democracy　公正と民主主義

□　Learning to live together　共に生きることを学ぶ

□　Media and Information Literacy　メディアと情報リテラシー

□　Migration and refugees　移住と難民

□　Intercultural Dialogue　異文化間の対話

□　Preventing violent extremism　暴力的な過激主義の防止

□　Sustainable Development Goals (SDGs)　持続可能な開発目標（SDGs）

□　School violence and bullying　校内暴力といじめ

□　Sustainable development　持続可能な開発

□　Sustainable lifestyles　持続可能なライフスタイル

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5. 貴校の活動に関連したキーワードを選択してください（複数選択可）

□　Arts　芸術

□　Artificial Intelligence　人工知能（AI）

　□　Biodiversity　生物多様性

□　Climate Change　気候変動

□　Equity and Inclusion　公正と包摂

□　Freedom of Expression　表現の自由

□　Health　健康

□　Holocaust remembrance　ホロコースト

□　Indigenous peoples　先住民族

□　Languages　言語

□　Model UN/Model UNESCO　模擬国連・模擬ユネスコ

□　Oceans　海洋

□　Peace　平和

□　STEM　科学・技術・工学・数学（STEM）

□　Tolerance　寛容

□　Transatlantic Slave Trade　大西洋奴隷貿易

□　Water　水

□　Whole-school approach　ホールスクールアプローチ

＝＝＝＝＝＝＝＝　※以下は公表しません　＝＝＝＝＝＝＝
●担当者名
職　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）
電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※確実に受信できる学校の共用メールアドレスをご記入ください。

（共用メールアドレスがない場合は、個人メールアドレスでも可。）
別添２































































































































































































PAGE  
6

